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ところ ひと リ 

むかし、 むかし、 ある 所に、 一人のお じいさんが あ 

みぎ > 」 ぶ さ 

リ ました。 右の ほおに ぶらぶら 大きな 瘤 を ぶら下げて 

始終 じゃまそう にして いました。 

き 

ある 日、 おじいさん は 山へ 木 を 切りに 行きました。 

いな ぴかリ 

にわかに ひどい 大 あらしに なって、 稲光が ぴかぴか 

ひか かみなり な だ あめ 

光って、 ごろごろ 雷 が 鳴り 出しました。 そのうち 雨 

が ざあざあ 降って きて、 うちへ 帰る にも 帰れ なくなり 

おも みまわ 

ました。 どうしようかと 思って 見回し ますと、 そこに 

大きな 木のう ろ を 見つけました。 しかたが ありません 



しました。 

いま ひと リ さぴ 

おじいさん は 今まで 一人ぼっちで、 寂しく つてた ま 

こえ.？ い 

ら なかった ところで すから、 声 を 聞く とやつ と 生き 

かえ き 

返 つ たような 気がしました。 

つ でき あがた 

「やれやれ、 お連れが 出来て 有り難い ご 

といいながら、 そっとう ろの 中から 顔 を 出して のぞ 

いてみ ますと、 まあ どうでしょう、 それ は 人で はなく つ 

ば もの なん にん で 

て、 ふしぎな 化け物が、 何十 人と なく ぞろぞろ 出て く 

あお きもの き あかお に あか きもの 

るので す。 青い 着物 を 着た 赤 鬼 もい ました。 赤い 着物 

き くろお に やまねこ め 

を 着た 黒 鬼 もい ました。 それが 山猫の 目の ように きら 

ひか あ さき た お 

きら 光る 明かり を 先に 立てて、 どやどや 下りて くるの 



た。 そして 何 かわけ の 分からな いこと をし きりに いつ 

おに さかずき ひだ リ 

ている ようです。 おかしら の 鬼 もお 杯 を 左の 手に 

も わらき 

持って、 おもしろ そうに 笑いながら 聞いて います。 そ 

ようす す こ にんげん ちが 

の 様子 は 少しも 人間と 違った ところはありません。 

やがてお かしら は、 

うた うた もの おど おど もの 

「さあ だれか 歌 を 歌う 者 はない か。 踊り を 踊る 者 はな 

、ゝ o 一 

レカ 」 

みまわ 

といって、 そこら を 見回しました。 

やがてお かしらの そばに 座って いた 鬼が、 出し抜け 

に 大きな 声で 歌 を 歌い 出しました。 すると さっきの 若 

おに ほう まえ と だ 

い 鬼 も、 すその 方から 前へ 飛び出し てきて、 さんざん 



ような ゆかいな 宴会 は はじめて だ。 だが ついでに だれ 

か、 もっとめ ずらしい 踊り を 踊って 見せる 者 はない 

ゝ o _ 

力 」 

と い いました。 

からだ 

おじいさん はさつ きから、 木のう ろの 中で 体 を こ 

ごめ ながら、 それでも こわい もの 見た さに、 首 だけの 

そと ようす 

ばして 外の 様子 をの ぞいて いました。 そのうちに、 

い つたいが ひょうきんな おじいさんの ことです から、 

いっか こわ いのも 何も 忘れて しまって、 見世物で も 見 

き おに おど けんぶ つ 

ている 気で、 おもしろがって 鬼の 踊り を 見物して いま 

した。 する うちに 自分 も だんだん 浮かれ 出して きて、 



みぎ き げんき 

右へ 行き、 くるり くるりと 木 ねずみの ように、 元気よ 

まわ 

く はね 回りながら、 

「よう、 こ りやこり や。」 

さけよ こえだ 

とお 酒に 酔った ような 声 を 出して、 さもお もしろ そ 

おど 

うに 踊りました。 

だんだん 鬼 ども もみん な 釣り込まれて、 いっしょに 

てびょうし あ 

手拍子 を 合わせながら、 

「うまい ぞ、 うまい ぞ。， - 

「しっかり やれ ご 

おおわら 

こんな こと をい いながら、 はちきれ そうな 大笑い を 

おど むちゅう 

して、 おじいさんの 踊りに 夢中に なって いました。 



の 間、 わたくしが 宝の ようにして ぶら 下け ている、 

こぶ と あ 

だいじな だいじな 瘤で ございま すから、 これ を 取り 上 

こま 

げられ まして は、 ほんとうに 困って しまいます。」 

と い いました。 

おに き 

鬼のお かしら はこれ を 聞く と、 

「それ 見ろ。 あのと おり 惜しが つてい る 瘤 だ。 あれに 

かぎ と あ 

限る、 取り上げ ておけ ご 

と いいました。 

てした おに よ 

手下の 鬼 はすぐ そばへ 寄って きて、 

「それ、 とる ぞ。」 

> J ぶ き 

といいながら、 ぼきり と 瘤 をね じ叨 つてし まい まし 



た。 でも 少しも 痛く はありませんでした。 

とき よ あ な 

ちょうど その 時、 夜が 明けて、 からすが か あか あ 鳴 

きました。 

「や あ、 大 へん ご 

鬼 ども はび つくりして、 立ち上がりました。 

あす ばん こ こぶかえ 

「明日の 晚 はきつ と 来い、 瘤 を 返して やる から ご 

き 

こういいながら、 みんな あわてて どこかへ 消えて い 

きました。 

おじいさん は その後で、 そっと 顔 をな でて みました _ 

ながねん こ ぶ 

そうすると、 長年 じゃまに していた 大きな 瘤が きれい 

に 無くなって、 後 はふいて 取った ように つるつるして 



いました。 

あ がた 

「これ は 有り難い。 ふしぎな こと も ある もの だ ご 

おじいさん は うれしく つてた まらない ので、 早くお 

ばあさんに 見せて よろこばして やろうと、 首 を 振り 振 

り、 急いでう ちまで 駆けて 帰りました。 

おばあさん は、 おじいさんの 瘤が きれいに 取れて い 

るので、 びっくりして、 

「おや、 瘤 を どこへ やった のです ご 

き おに 

と 聞きました。 おじいさん はこうい うわけ で、 鬼が 

しちに 取って 1^ つたの だとい いました。 おばあさん は、 

「まあ、 まあ。」 
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